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古ツーリズムシンポジウム
■久米マップ
久米地区の住民とＮＰＯ法人吉
備野工房ちみちが協働で制作。イ
ラストを多く使い、同地区の良い

ところやお勧めの場所をま
とめている。散策にも使え、
折りたたむと封筒にもな
る。１０００部発行

まちの活性化に必要なことを学ぼう
と来日したフィリピン共和国の研修団
が１月１５日・１６日の両日、総社市を
訪ね、まちづくりの手法を学んだ。
「地方自治クラスター活性化セミナ
ー」と呼ばれる研修で１月６日から２１
日まで来日し、総社には２日間滞在し
た。研修団は、内務自治省の地方事務
所長のノバル・ペドロ・ジュニア・アノ
バ団長をはじめ、町長や行政官ら１４
人。１５日は、市役所で市とＮＰＯ法人
との関わり方や多文化共生の取り組み
を視察した。
１６日には、ＮＰＯ法人吉備野工房

ちみちの事務所で研修団は、同法人が
手がけている体験交流プログラム「み
ちくさ小道」の事例や、特産品のパッ
ケージデザイン提案などの取り組みに
ついて説明を受けた。スライドを使っ
て行われる説明に、団員は熱心にメモ
を取りながら耳を傾けていた。
団長は、「学んだことを、私たちの

地域に見合った形に変え、まちの活性
化に生かしたい。ちみちの手法は、フ
レンドリーで、まちにある資源を上手
に生かしている。私たちもその手法に
は違和感を感じない」と、研修の感想
を教えてくれた。

「
地
域
が
元
気
に
な
る
タ
ネ

を
一
つ
で
も
も
っ
て
帰
っ
て
く

だ
さ
い
」。

２
月
６
日
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
た
「
吉
備
野
・

古
い
に
し
え

ツ
ー
リ
ズ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
吉
備
野
工
房

ち
み
ち
主
催
）
は
、
こ
の
言
葉

か
ら
始
ま
り
、
参
加
者
は
タ
ネ

と
は
何
か
を
考
え
た
。

別
府
温
泉
の
冬
を
代
表
す
る

イ
ベ
ン
ト
「
ク
リ
ス
マ
ス
Ｈ
Ａ

Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｉ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」
や

「
別
府
温
泉
八
湯
温
泉
博
覧
会
」

を
手
掛
け
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ッ

ト
ウ
オ
ン
パ
ク
の
鶴
田
浩
一
郎

代
表
理
事
。「
地
域
の
活
性
の

手
法
と
し
て
、
み
ち
く
さ
小
道

に
求
め
る
も
の
は
？
」
と
題
し

た
基
調
講
演
で
、
取
り
組
ん
だ

事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
地

域
を
語
れ
る
こ
と
」「
民
間
の
発

案
」「
人
材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
３
つ
が
地
域
再
生
の
キ
ー
ワ

ー
ド
だ
と
話
す
。「
ま
ち
を
歩

き
、
そ
の
地
域
に
し
か
な
い
も

の
を
探
す
こ
と
か
ら
始
め
て
み

て
は
」
と
の
提
案
も
あ
っ
た
。

主
催
者
の
ち
み
ち
は
、
地
域

資
源
を
組
み
合
わ
せ
た
体
験
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
み
ち
く
さ
小

道
」
を
展
開
。
平
成
２０
年
の
秋

以
来
、
５０
を
超
え
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
企
画
し
た
。
地
域
資
源
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
形
に
し
た
り
、

市
民
と
行
政
の
間
に
立
っ
て
課

題
を
解
決
し
た
り
す
る
「
中
間

支
援
組
織
」
と
し
て
の
活
動
だ
。

鶴
田
さ
ん
は
、「
地
域
の
つ
な
ぎ

役
や
ア
ド
バ
イ
ス
機
能
な
ど
を

も
つ
中
間
支
援
組
織
の
成
熟
が
、

地
域
を
元
気
に
す
る
タ
ネ
の
一

つ
」
と
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

は
、「
地
域
が
元
気
に
な
る
タ
ネ

を
ま
こ
う
」
を
テ
ー
マ
に
展
開
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
法
政

大
学
法
学
部
の
名
和
田
是
彦
教

授
。
パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
、
市
長
、

株
式
会
社
イ
ー
タ
ウ
ン
の
斉
藤

保
代
表
取
締
役
、
基
調
講
演
を

し
た
鶴
田
さ
ん
、
ち
み
ち
の
加

藤
せ
い
子
代
表（
奥
坂
）の
４
人
。

ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
環
境
や

中
間
支
援
組
織
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
た
。

地
域
づ
く
り
団
体
に
と
っ

て
、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ぶ
厚
さ

が
成
功
の
条
件
」
と
鶴
田
さ
ん

は
話
し
た
。
横
浜
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
を
運
営
す
る
斉
藤

さ
ん
は
、「
地
域
の
人
材
育
成
に

コ
ス
ト
を
か
け
る
こ
と
は
行
政

は
苦
手
」
と
指
摘
。「
す
そ
野
を

広
げ
、
核
と
な
る
人
材
が
ま
ち

づ
く
り
に
は
必
要
」
と
説
い
た
。

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
市
長
は
、「
行
政
が
何
で

も
ひ
っ
か
ぶ
ら
な
い
。
市
民
と

い
っ
し
ょ
に
や
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
」
と
。
そ
し
て
、「
協

働
の
場
を
多
く
設
定
し
て
い
き

た
い
し
、
突
破
力
を
も
ち
柔
軟

に
対
応
で
き
る
職
員
の
育
成
も

必
要
」
と
熱
く
訴
え
た
。

加
藤
さ
ん
は
、「
点
在
し
て

い
る
人
や
物
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
る
お
世
話
係
を
し
て
い
き
た

い
」
と
、
ま
ち
づ
く
り
に
か
け

る
自
ら
の
信
念
を
披
露
し
た
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の

よ
う
な
公
共
の
場
を
再
建
し
、

顔
の
見
え
る
関
係
を
拡
大
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
」。
名
和
田
さ

ん
は
、
会
場
の
声
を
聞
き
な
が

ら
こ
う
ま
と
め
た
。

鶴
田
さ
ん
の
示
す
地
域
再
生

の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
と
お
り
、
郷

土
へ
の
愛
着
や
、
強
い
き
ず
な

に
よ
る
結
び
つ
き
が
、
地
域
を

元
気
に
す
る
タ
ネ
を
育
て
る
土

壌
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
玉
ど

う
ふ
づ
く
り
や
市
内
の
グ
ル
メ

を
訪
ね
る
な
ど
し
て
、
地
域
と

参
加
者
を
結
び
つ
け
る
「
み
ち

く
さ
小
道
」
を
見
る
と
分
か
り

や
す
い
。

地域を元気に！
愛着ときずなが
タネを育てる

まちづくりを考えようと開かれた「吉備野・古ツーリズムシンポジウム」。
満員の会場からパネラーの示す考え方への質問が出るなど、参加者はまちづ
くりの手法や行政との協働のあり方などについて考えた

地域住民やまちづくり団体の人ら約１５０人が参加して２月６日、総合福
祉センターで開かれた「古

いにしえ

ツーリズムシンポジウム」の基調講演やパネル
ディスカッションからまちづくりを考える。

「みちくさ小道」の
　手法を知りたい

「みちくさ小道」の
手法を知りたい知りたい

フィリピン共和国の町長や行政官が視察

吉備野工房ちみちの事務所で「みちくさ小道」の説明
を受けるフィリピンの研修団




